
に
お
い
て
、
単
位
認
定
型
を
含
む
効
果
的
な
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
構
築
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
対

応
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、
二
〇
二
〇
年
十
一

月
、
本
学
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う

に
展
開
す
べ
き
か
、
科
目
を
設
置
す
る
四
学
科
と
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
検
討
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
立
ち
上
が
っ
た
。
約
四
カ
月
の
間
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
教
育
に
対
す
る
見
解
や
将
来
像
が
議
論
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
他
学
科
に
先
行
し
て
現
代
社
会

学
科
お
よ
び
経
営
法
学
科
の
二
学
科
が
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
つ
つ
正
課
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
拡

充
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

体
制
整
備
に
あ
た
っ
て
心
掛
け
た
こ
と

　

二
〇
二
一
年
度
か
ら
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
学
科
と

連
携
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
展
開
し
て
い

る
。
担
う
役
割
は
、
主
に
実
習
先
の
開
拓
や
参
加
手

続
き
の
調
整
、
授
業
運
営
の
支
援
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
業
務
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
心
掛
け
た
こ
と

が
三
点
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
実
習
先
の
開
拓
で
は
無
理
を
し
な
い

こ
と
で
あ
る
。
一
〇
〇
名
近
い
学
生
の
実
習
先
を
、

担
当
す
る
二
名
の
職
員
で
ゼ
ロ
か
ら
開
拓
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
だ
が
、
日
々
の
業
務
の
合
間
を
縫
っ
て

の
作
業
で
も
あ
り
、
全
て
独
自
開
拓
で
実
習
先
を
確

保
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
本
学
が

加
盟
す
る
大
学
間
連
携
事
業
「
み
や
ぎ
・
せ
ん
だ
い

地
域
人
材
育
成
協
働
事
業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
や

宮
城
県
中
小
企
業
同
友
会
を
始
め
と
す
る
経
済
団

体
、
自
治
体
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
等
、
外
部
リ
ソ
ー
ス
も
最
大
限
活
用
し

た
。
そ
の
結
果
、
五
〇
社
・
団
体
か
ら
の
協
力
を
得

て
、
一
〇
二
人
（
二
〇
二
三
年
度
実
績
）
の
学
生
を

実
習
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
方
、
独
自
に
開
拓
し
た
実
習
先
は
、
今
ま
で
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
実
績
が
無
い
地
元

の
中
小
企
業
・
団
体
が
多
く
、
企
業
担
当
者
と
と
も

に
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
つ
一
つ
作
成
す

る
な
ど
の
苦
労
も
あ
っ
た
。

　

二
つ
目
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育

の
狙
う
効
果
に
つ
い
て
明
確
化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
松
高
（
二
〇
二
一
）
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
、

①
職
業
意
識
・
就
労
意
識
の
涵
養
②
職
業

生
活
へ
の
移
行
支
援
③
学
習
意
欲
・
深
化

の
三
領
域
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
職
業
意
識
・
就
労
意
識
の
涵
養
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
開
始
初

期
か
ら
数
多
く
行
わ
れ
て
き
た
実
証
研
究

に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活
動
成
果
と
し

て
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
報
告
が
多
い
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
学

生
の
自
己
理
解
や
職
業
適
性
理
解
、
自
己
効
力
感
と

い
っ
た
「
職
業
意
識
・
就
労
意
識
」
を
高
め
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
思
考
で
進
め
る
こ
と
で

あ
る
。
ア
ジ
ャ
イ
ル
思
考
と
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

の
一
手
法
を
応
用
し
た
考
え
方
で
、
ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら
短
期
間
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
効
果
的
に
展
開
す
る

た
め
に
は
、学
生
と
の
日
々
の
連
絡
・
調
整
か
ら
個
々

の
資
質
や
活
動
希
望
に
応
じ
た
実
習
先
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
ま
で
、
き
め
細
か
い
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

学
科
教
員
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。し
か
し
、

教
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
理
解
に
温
度
差
が

あ
る
現
状
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
望
む
協
力
を
得
る
の

は
難
し
い
と
考
え
た
。

　

従
っ
て
、
緻
密
な
計
画
を
立
て
る
よ
り
も
、
対
応

可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
順
次
取
り
組
み
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
活
動
を
通
し
た
学
生
の
成
長
を
教
員
に
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ

の
理
解
と
協
力
を
得
よ
う
と
考
え
た
。

具
体
的
な
取
組

⑴
現
代
社
会
学
科
の
取
組

　

学
部
改
組
に
よ
り
二
〇
二
一
年
に
設
置
し
た
現
代

社
会
学
科
の
特
色
の
一
つ
に
一
年
次
か
ら
四
年
次
ま

で
通
貫
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
あ
る
。
必
修
科
目
と

な
る
一
・
二
年
次
で
は
「
社
会
を
知
る
」
お
よ
び
「
働

は
じ
め
に

⑴
ス
プ
リ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
「
学
生
が
よ
り
多
く
の
社
会
経
験
を
積
め
る
機
会

を
つ
く
り
た
い
」　　

。
筆
者
が
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
）
に
異

動
し
て
半
年
、
日
々
学
生
と
面
談
を
重
ね
な
が
ら
就

職
指
導
を
行
っ
て
感
じ
た
課
題
で
あ
る
。
本
学
生
の

五
五
％
は
地
元
で
あ
る
宮
城
県
出
身
者
が
占
め
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
実
直
で
真
面
目
と
い
っ
た
東
北
人

気
質
な
学
生
が
多
く
、
就
職
先
か
ら
卒
業
生
は
粘
り

強
く
物
事
に
取
り
組
め
て
い
る
と
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
た
。

　

一
方
で
、
地
元
の
限
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

で
生
活
圏
が
確
立
し
て
い
る
た
め
、
社
会
に
対
す
る

視
野
が
狭
い
学
生
も
散
見
さ
れ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

二
〇
一
九
年
二
月
に
学
生
と
社
会
と
の
接
点
を
作
ろ

う
と
セ
ン
タ
ー
の
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
試
行
的

に
実
施
し
た
の
が
「
ス
プ
リ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
で
あ
る
。

　

就
職
活
動
を
控
え
た
三
年
生
八
人
が
、
協
力
企
業

三
社
に
よ
る
四
日
間
の
実
習
と
九
コ
マ
の
事
前
・
事

後
研
修
か
ら
成
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
し
た
。
研
修

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
自
己
分
析
、
プ
レ
ゼ
ン
手

法
等
の
演
習
と
と
も
に
、
学
生
が
所
属
す
る
学
科
教

員
や
協
力
企
業
の
担
当
者
も
参
加
す
る
報
告
会
を
実

施
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
展
開
は
前
例
が
無
か
っ
た

が
、
筆
者
が
前
年
八
月
に
参
加
し
た
日
本
学
生
支
援

機
構
が
主
催
す
る
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
専
門
人
材

セ
ミ
ナ
ー
〜
基
礎
編
〜
」
で
得
た
知
見
や
文
部
科
学

省
（
学
生
支
援
機
構
）
が
公
表
す
る
「
大
学
等
に
お

け
る
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
活
動
届
出
制
度
」

で
掲
載
の
活
動
事
例
等
を
参
考
と
し
た
。

　

急
ご
し
ら
え
で
何
と
か
体
裁
を
整
え
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
あ
っ
た
が
、
学
生
か
ら
は
「
就
職
活
動
と
聞

く
と
不
安
し
か
な
か
っ
た
が
、
前
向
き
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
こ
の
活
動
で
得
た
経

験
、
整
備
し
た
文
書
や
様
式
は
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
け
る
土
台
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
係
る
本
学
の
状
況

　

本
学
は
、
小
規
模
な
大
学
で
あ
る
が
、
四
学
部
に

一
一
の
学
科
・
専
攻
を
設
置
す
る
総
合
大
学
で
あ
る
。

従
っ
て
、
学
生
の
進
路
先
も
医
療
福
祉
系
か
ら
社
会

科
学
・
工
学
系
ま
で
多
岐
に
渡
る
と
と
も
に
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
す
る
教
員
の
捉
え
方
は
様
々
で

あ
る
。

　

医
療
福
祉
系
で
は
養
成
施
設
指
定
規
則
で
定
め
ら

れ
て
い
る
臨
床
・
施
設
実
習
が
あ
り
、
工
学
系
の
一

部
は
ジ
ョ
ブ
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
志
向
す
る
な

ど
、
全
学
的
に
方
針
を
統
一
す
る
の
は
難
し
い
状
況

に
あ
っ
た
。
ま
た
、
社
会
科
学
・
工
学
系
学
科
に
は

正
課
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目
が
配
当
さ
れ
て
い

た
が
、
各
学
科
内
に
お
い
て
輪
番
で
担
当
す
る
就
職

委
員
が
担
当
教
員
を
務
め
て
お
り
、
授
業
設
計
に
は

改
善
の
余
地
が
多
い
実
状
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
九
年
に
は
本
法
人
の
中
期
計
画

菅原　康弘（すがわら・やすひろ）
東北文化学園大学キャリアサポートセンター課
長補佐。入試広報、地域連携等の部局を経て
2018年から本センターで就職指導、キャリ
ア形成支援の業務に従事。国家資格キャリアコ
ンサルタント。

シ
リ
ー
ズ　
大
学
教
育
を
変
え
る
、未
来
を
拓
く
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅲ 

第
33
回

地
方
私
大
が
ゼ
ロ
か
ら
挑
む
手
作
り
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　

学
生
の
社
会
に
対
す
る
視
野
を
広
げ
、自
己
効
力
感
を
高
め
る
た
め
に

東
北
文
化
学
園
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐　

菅
原　

康
弘

文部科学教育通信 No.569　2023･12･1125 24文部科学教育通信 No.569　2023･12･11



ラ
ム
に
い
わ
ば
「
外
付
け
」
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。

　

こ
の
構
図
は
、本
学
の
状
況
に
も
合
致
し
て
お
り
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
妨

げ
と
な
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
専
任
教
員

不
在
や
専
門
科
目
の
外
に
あ
る
当
該
科
目
に
対
す
る

常
勤
教
員
の
無
頓
着
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
在
り
方
を
学
内

で
議
論
す
る
と
、
個
人
の
主
観
や
経
験
則
に
拠
っ
た

主
張
が
展
開
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
先
行
事
例
は
、
先
述
し
た
文
部
科
学
省

（
学
生
支
援
機
構
）
が
公
表
す
る
「
大
学
等
に
お
け

る
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
活
動
届
出
制
度
」
を

参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
学
に
よ
り
事
情
は

異
な
る
た
め
、
先
行
事
例
を
そ
の
ま
ま
当
て
嵌
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
学
内
・
学
生
事
情
に
精
通
し
、
地

域
社
会
や
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
や
教
育
政
策
に
至
る

ま
で
多
面
的
に
理
解
し
た
上
で
、
授
業
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
秀
で
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
専
門
人
材
の
役

割
は
大
き
い
。

　

こ
れ
ら
の
視
点
に
立
ち
、
本
学
に
お
け
る
現
状
の

課
題
を
整
理
す
る
。

　

経
済
・
雇
用
情
勢
や
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
地
元
の
経
済
団
体

や
各
企
業
か
ら
は
、
産
学
が
巨
視
的
な
視
野
で
連
携

し
つ
つ
大
学
生
の
人
材
育
成
に
取
り
組
も
う
と
す
る

熱
意
を
感
じ
る
。

　

ま
た
、
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る
産
学

協
議
会
が
二
〇
二
〇
年
三
月
に
公
表
し
た

「Socity5.0

に
向
け
た
大
学
教
育
と
採
用
に
関
す
る

考
え
方
」
で
は
、
特
定
の
個
人
の
人
脈
に
依
存
す
る

の
で
は
な
く
「
組
織
対
組
織
」
に
よ
る
包
括
的
な
産

学
の
連
携
を
図
る
中
で
、
共
同
研
究
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
自
然
体
で
組
み
込
み
、
大
学
の
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
し
て
い
る
。即
ち
、産
業
界
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
が
大
学
教
育
の
「
外
付
け
」
で
は
な
い
、
根
幹
を

成
す
活
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
提
言
を
受
け
二
〇
二
二
年
三
月
に
改
正
さ
れ

た
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
基

本
的
考
え
方
（
三
省
合
意
）」
に
対
応
す
る
た
め
、

本
学
に
お
い
て
も
要
件
に
適
合
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
科
目
と
す
べ
く
現
在
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
五
日
間
の
実
習
日
数
等
の
要
件
に
合
致

し
な
い
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
名
称
を
科
目
名

か
ら
外
す
と
い
っ
た
安
易
な
対
応
で
は
な
く
、
全
学

と
各
学
科
の
Ｄ
Ｐ
や
地
域
特
性
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
ど
の
よ
う
な
科
目
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

教
育
の
在
り
方
が
望
ま
し
い
の
か
と
い
っ
た
視
点
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
適
切
な
教
育
効
果
の
測
定
・
評

価
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。
現
在
は
、

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
や
実
習
先
企
業

に
よ
る
活
動
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
確
認
を
行
っ
て
い
る

が
、
本
学
の
状
況
に
よ
り
適
し
た
手
法
を
模
索
す
る

必
要
も
あ
る
。

　

程
よ
い
規
模
の
大
学
だ
か
ら
こ
そ
展
開
で
き
る

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を
活
か
し
、
学
内
外
の
理
解

と
協
力
を
得
つ
つ
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

筆
者
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
取
り
組
み
始

め
て
五
年
に
な
る
。
低
学
年
次
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
か
ら
就
活
に
至
る
ま
で
学
生
を
継
続
指
導
し
、
卒

業
後
に
各
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
一
職

員
と
し
て
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
場
で
揉

ま
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
教
育
改
善
の
た
め

の
ヒ
ン
ト
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
に
向
け
た
取
組
は
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
本
学
に
は
教
育
活
動
に

熱
意
溢
れ
る
経
験
豊
か
な
教
職
員
が
揃
っ
て
い
る
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
、
今
後
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
専
門
人
材
と
し
て
、
よ
り
教
育
的
効
果
の

高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
全
学
的
な
体
制
構
築
に

向
け
て
努
め
て
い
き
た
い
。

∧
参
考
文
献
∨

松
高
政
（
二
〇
二
一
）「
大
学
教
育
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
現
状
と
課
題
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
、

七
三
三

児
美
川
孝
一
郎
（
二
〇
二
〇
）「
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ

ア
支
援
・
教
育
の
現
在
地　

│
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
侵

蝕
、
あ
る
い
は
大
学
教
育
の
新
し
い
か
た
ち
？
」
日

本
労
働
研
究
雑
誌
、
七
一
六 

く
こ
と
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
自
己
分

析
、
業
界
研
究
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
な
ど
の
講
義
に
加
え
て
、
会
社
経
営
者
や
人
事
担

当
者
、
自
治
体
職
員
、
活
躍
す
る
卒
業
生
な
ど
、
数

多
く
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
演
を
行
い
、

地
域
社
会
の
中
で
「
働
く
こ
と
」
と
「
学
ぶ
こ
と
」

の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
生
に

考
え
さ
せ
る
機
会
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
講
義
を
踏
ま
え
た
上
で
、
二
年
次
の
夏

休
み
期
間
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
学
生
全

員
に
課
し
て
い
る
。
学
生
は
実
習
に
参
加
す
る
に
あ

た
っ
て
、
活
動
先
の
調
査
及
び
目
標
・
課
題
の
設
定

を
行
う
と
と
も
に
、
学
科
内
の
就
職
委
員
で
あ
る
教

員
八
名
か
ら
セ
ン
タ
ー
が
開
拓
し
た
実
習
先
の
配
属

調
整
を
個
々
に
受
け
て
い
る
。
実
習
後
に
は
、
活
動

報
告
書
の
作
成
を
通
し
て
自
身
の
活
動
を
省
察
す
る

と
と
も
に
、
全
員
発
表
の
報
告
会
で
各
々
の
経
験
や

学
び
を
共
有
し
て
い
る
。

　

三
年
次
で
は
選
択
科
目
と
な
る
た
め
、
学
生
が
自

己
開
拓
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
業
界
研
究
を
中
心
と
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い

る
。

⑵
経
営
法
学
科
の
取
組

　

経
営
法
学
科
に
お
い
て
も
、
一
年
次
か
ら
一
貫
し

た
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
を
置
く
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
科
目
を
別
に
二
科
目
配
当
し
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目
は
各
一
単
位
の
科
目
で
あ
る
た

め
、
事
前
・
事
後
研
修
に
充
分
な
授
業
時
間
数
を
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
い
事
情
が
あ
っ
た
が
、
二
〇
二

二
年
度
か
ら
新
た
な
取
組
を
始
め
た
。

　

業
界
理
解
・
自
己
分
析
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
観
育

成
の
た
め
の
講
義
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
で
行
っ
て

い
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目
で
は
企
業
や

地
域
の
課
題
を
直
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型

の
事
前
研
修
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
二
年
次
に
各
業
界
の
企
業
人
か
ら

業
界
の
特
長
や
将
来
性
、
働
き
が
い
な
ど
を
取
材
し

発
表
す
る
「
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」、
三
年
次
に
地

元
企
業
の
事
業
所
・
工
場
を
見
学
す
る
「
実
地
見
学

〜
地
域
の
企
業
を
知
り
、
地
域
で
働
く
こ
と
を
考
え

る
〜
」
を
実
施
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
の
目
的
は
、
学
生
が
主
体
的
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
社
会
や
産
業
界
へ
の
理
解
を
促
す
こ
と
に

あ
る
。
ま
た
、
実
習
先
は
大
学
紹
介
型
と
自
己
開
拓

型
の
二
種
類
を
設
け
、
学
生
の
活
動
希
望
に
応
じ
て

柔
軟
に
参
加
で
き
る
形
式
を
設
け
る
と
と
も
に
、
実

習
後
は
活
動
代
表
者
が
発
表
す
る
報
告
会
を
通
し

て
、
各
々
の
経
験
や
学
び
を
共
有
し
て
い
る
。

⑶
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

年
々
学
生
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

を
テ
ー
マ
と
す
る
活
動
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
心
が
薄
い
学
生
層
の

参
加
意
欲
を
引
き
出
そ
う
と
考
え
、
二
〇
二
二
年
に

筆
者
が
取
り
組
ん
だ
セ
ン
タ
ー
独
自
の
課
外
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。

　

ス
キ
ー
ム
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
て
地
域
の

課
題
（
観
光
振
興
、
福
祉
、
健
康
増
進
・
発
病
予
防
、

就
労
支
援
等
）
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
一
般
社
団

法
人
仙
台
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
、
様
々
な
現

場
の
取
材
活
動
を
通
し
て
、
学
生
の
地
域
社
会
へ
の

関
心
を
高
め
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
先
行
事
例
の
無
い

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
で
あ
る
上
、
地
元
紙
の
取
材
が
入

る
な
ど
注
目
が
高
か
っ
た
も
の
の
、
学
生
の
活
動
意

欲
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
半
年
程
度
で
活
動

を
終
え
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
活
動
か
ら
見
え
た
課
題
は
、
よ
り
多
く
の
教

職
員
を
巻
き
込
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
れ
ば
、
複
数

の
視
点
で
学
生
を
支
援
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の

結
果
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
も
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で

新
た
な
活
動
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

本
学
に
お
け
る
課
題
と
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
専
門
人
材
の
役
割

　

筆
者
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
専
門
人
材
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
、
実
務
的
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
手

法
か
ら
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
「
Ｄ
Ｐ
」

と
い
う
）
と
の
整
合
性
と
い
っ
た
教
育
政
策
、
関
連

法
令
、
社
会
情
勢
と
の
関
わ
り
に
至
る
ま
で
広
範
な

学
び
を
得
た
。

　

ま
た
、
個
別
の
大
学
事
情
や
困
難
が
あ
り
な
が
ら

も
各
々
の
立
場
で
奮
闘
す
る
教
職
員
の
方
々
と
交
流

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

セ
ミ
ナ
ー
の
全
課
程
を
修
了
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

専
門
人
材
の
認
定
を
受
け
て
か
ら
も
、
相
互
研
鑽
の

場
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
知
見
や
技
術
を
高
め
合
う

こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

児
美
川
（
二
〇
二
〇
）
は
、
急
増
す
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
科
目
を
主
に
担
っ
た
の
は
研
究
者
で
は
な
い

「
外
部
人
材
」
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
当
該
科
目
は

専
門
科
目
や
教
養
教
育
と
連
携
が
な
く
学
士
プ
ロ
グ

東
北
文
化
学
園
大
学

　
「
輝
け
る
者
を
育
む
」
を
教
育
理
念
と
し
、

地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
職
業

人
を
育
成
。
医
療
福
祉
、
現
代
社
会
、
経
営
法
、

工
の
四
学
部
に
一
一
の
学
科
・
専
攻
、
及
び
大

学
院
を
設
置
す
る
。
在
籍
者
数
は
二
〇
八
〇
名

（
大
学
院
含
む
）。

文部科学教育通信 No.569　2023･12･1127 26文部科学教育通信 No.569　2023･12･11


